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研究の目的  燃料電池の一つである直接メタノール型燃料電池(DMFC)

は，携帯機器用等の次世代電源として期待が高まっている．

しかし，燃料のメタノール水溶液が電解質膜を透過してしま

う現象(Crossover)により，出力・効率が低下することが重要

な課題となっている．そのため新しい電解質膜の研究及びそ

れらの性能評価が行われている．本研究では，電解質膜の性

能を評価する上で重要な熱物性値である，電解質膜内メタノ

ール水溶液の拡散係数(Diffusion coefficient)に焦点を当て，赤

外ソーレー強制レイリー散乱法を用いて研究を行っている． 

Objectives 

方法と範囲  燃料電池用の電解質膜に水溶液が供給されると，親水性のス

ルフォン酸基が逆ミセル構造をとり，水分子が取り込まれる

(Fig. 1)．この親水性クラスター内をプロトンが移動すること

で発電が行なわれるが，同時にメタノールも移動するため，

Crossover が生じてしまう．そこで熱物性研究の立場から

Crossover をメタノールの拡散係数を指標として解明し，電解

質膜の性能を評価する手法の確立を目指している．測定手法

は，高速・非接触で原理的に高精度測定が可能な Infrared Soret 
forced Rayleigh scattering method(Fig. 2)を用いている．今年度

は，電解質膜(Nafion 117)内のメタノール水溶液を選択的に加

熱可能である波長を出力できる可変波長 CO2 レーザー

(Grating tunable CO2 Laser)を効果的に利用した装置開発に取

り組んでいる．今後は，膜等に起因した散乱光の影響を低減

した装置改良を目標に研究を進める． 

Method and 
Ranges 
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Fig. 2 Schematic diagram of  
Fig. 1 Structural model for perfluorosulfonate membrane. Infrared Soret forced Rayleigh scattering apparatus. 

 


